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＜第２学年：職場体験学習＞ 

職場体験学習を通して働くことの意義や職業についての理解を 

深めることを目的とし、５日間（事前訪問１日を含む）の職場体 

験活動を実施した。２年生、157名が地域の 54か所の事業所に 

受け入れていただき、スーパーマーケット、保育園、飲食店など、様々な職場で実際の業

務を体験した。 

生徒たちはこの経験を通して、働くことの重要性や、日々自分たちを支えてくれる人々

への感謝の気持ちを学んだり、努力の意味や働くことの価値について考えたりする機会と

なった。そして、自分自身の生き方を考え、地域社会との関わりを深めるきっかけとする

ことができ、充実した活動となった。また、体験後の事業所へのアンケートでも、約 90%

が、事業所や地域にとって有益な活動だと 

回答し、職場体験学習が生徒と地域を結ぶ 

有益な活動であることが分かった。 

 

 

〈第３学年：ＳＤＧｓ持続可能なまちづくり in内宮〉 

 自分たちが住んでいる内宮地区を 100年先もずっと住み続けられるまちに 

していくために、自分たちに何ができるかを考えた。まちの発展を妨げると 

考えられる課題を見つけ出し、その課題の解決に向けて取り組む企業や団体の活動を知る

ことで、ＳＤＧｓにつながる課題が身近にあることに気づくことができた。生徒はそれぞ

れがテーマを設定し、内宮地区の持続可能な発展について調べ、ロイロノートを使用して

レポートにまとめた。各自が各学級でレポート発表を行い、更に学級の代表者による発表

会を体育館で行い、それぞれの意見を共有した。また、行政や地域住民（公民館）の方々

に来ていただき講評してもらった。 

 生徒たちはこの活動を通して、 

地域社会の課題と自分の生活のか 

かわりに気付き、自分に何ができ 

るのかを考える力を身に付けるこ 

とができた。 

 

 

 

 

 


